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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【     469】

問題行動対策事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

― ― 継続 単独

・児童生徒、保護者及び教育関係者

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,582 8,654 8,674 8,688

対象指標２

・専任指導員、少年育成委員を配置し巡回街頭指導等を行う。
・小・中・高の生徒指導担当教員や市の子育て支援課、警察などで構成する江別市指導連絡会等を開催し、関係機関の
連携を図る。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ 巡回街頭指導実施回数 回 256 200 140 260

活動指標２ 関係機関連携会議開催回数 回 17 14 11 17

・児童生徒による問題行動が発生しなくなる。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 補導された小中学校児童生徒数 人 75 44 40 40

成果指標２

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

4,511 4,978 5,509 5,513

7,303 6,485 6,462 6,603

11,814 11,463 11,971 12,116

・巡回街頭指導の実施
・祭典巡回指導の実施
・江別市指導連絡会等の開催

・専任指導員報酬等　4,791千円

 4年度

 4年度への改善方向性(2月時点)

維持
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【     470】

いじめ・不登校対策事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

― ― 継続 単独

・児童生徒、保護者及び教育関係者

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,582 8,654 8,674 8,688

対象指標２ 不登校児童生徒数 人 174 208 250 250

・いじめ・不登校の専用相談窓口を設置し、専任指導員等が相談対応する。
・青年センターにおいて、スクールカウンセラーによる教育相談を実施する。
・不登校児童生徒を対象に、適応指導教室「すぽっとケア」を運営する。
・いじめ問題等について、児童生徒が市教委に直接伝える「心のダイレクトメール」を実施する。
・いじめ問題をテーマの一つとして中学生サミットを開催する。
・情報モラル講演会を開催するほか、普及啓発資料を配付する。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ いじめ・不登校相談件数 件 86 80 80 80

活動指標２ すぽっとケア・ケア事業開催回数 回 121 120 152 168

・いじめが解消される。
・不登校の児童生徒が再登校できるようになる。
　又は、登校には至らないものの、学校外の機関等での相談・支援等を受けるなど状況が変化する。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ いじめの解消率 ％ 99 99 99 99

成果指標２ 再登校率 ％ 16 8 8 8

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

5,378 5,671 6,468 8,863

8,840 8,773 8,742 8,545

14,218 14,444 15,210 17,408

・いじめ・不登校の専用相談の実施
・スクールカウンセラーによる教育相談の実施
・不登校児童生徒を対象にすぽっとケア（学習支援）
とケア事業（体験活動）の実施
・心のダイレクトメール事業の実施
・中学生サミットの開催
・情報モラル普及啓発の実施

専任指導員等報酬：7,186千円
心のダイレクトメール事業経費：29千円
中学生サミット開催経費：80千円
情報モラル普及啓発経費：292千円 4年度

 4年度への改善方向性(2月時点)

維持
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【     472】

「心の教室」相談事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

平成10年度 ― 継続 単独

・児童及び保護者

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 小学校児童数 人 5,635 5,751 5,759 5,826

対象指標２

・相談員を学校に配置し、学校生活や日常の様々な悩みや困りごとの相談に応じる。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ 相談員配置学校数 校 17 17 17 17

活動指標２ 延べ相談時間 時間 4,967 5,386 5,400 5,400

・児童及び保護者の悩みが軽減、解消される。
・児童が安心して学校生活を過ごせる。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 延べ相談件数 件 17,075 14,689 14,700 14,700

成果指標２

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

5,146 5,402 5,524 5,524

1,537 1,526 1,520 1,554

6,683 6,928 7,044 7,078

・小学校17校に心の教室相談員を配置し、児童及び保
護者の悩みや相談に対応

心の教室相談員報酬：5,422千円

 4年度

 4年度への改善方向性(2月時点)

維持
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【     616】

スクールカウンセラー事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

平成 8年度 ― 継続 単独

・児童生徒、保護者及び教育関係者

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,582 8,654 8,674 8,688

対象指標２

・小中学校にカウンセラー（臨床心理士等）を配置し、対象校の児童生徒をカウンセリングの対象として相談業務
　にあたる（報酬は北海道負担）。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ 配置学校数 校 9 10 11 25

活動指標２ 延べ相談時間 時間 778 785 809 809

・児童生徒、保護者、教育関係者の悩みが軽減、解消される。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 延べ相談件数 件 1,236 1,160 1,200 1,200

成果指標２

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

45 25 27 32

1,537 1,526 1,520 1,554

1,582 1,551 1,547 1,586

市内小中学校にスクールカウンセラーを配置し、相談
業務にあたる。

配置校消耗品費：32千円

 4年度

 4年度への改善方向性(2月時点)

維持
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【    1004】

スクールソーシャルワーカー事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育 ２ 安心して子どもを産み育てることができるまちづくり

02 子どもの教育の充実 (２) 教育内容の充実

平成23年度 ― 継続 補助

・児童生徒、保護者及び教育関係者

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,582 8,654 8,674 8,688

対象指標２

・課題を抱える児童生徒や保護者に対する医療受診や福祉サービス利用等の働きかけ
・学校や関係機関（医療機関、児童相談所、福祉サービス事業所等）との連携や調整
・保護者や学校への児童生徒理解等に関する助言や相談支援

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ スクールソーシャルワーカー配置人数 人 3 3 3 3

活動指標２ 延べ相談支援件数 件 1,340 1,099 1,100 1,100

・児童生徒、保護者の抱える課題が解決される。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 支援児童生徒数 人 147 181 190 190

成果指標２

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

6,750 6,722 7,529 7,546

1,537 3,052 3,041 3,107

8,287 9,774 10,570 10,653

福祉の専門知識を持つスクールソーシャルワーカーが
、課題を抱える児童生徒や保護者に対する支援を行う
。
なお、活動指標２「延べ相談支援件数」は、成果指標
１「支援児童生徒数」に対して行った相談支援の延べ
件数である。

スクールソーシャルワーカー報酬・手当：7,495千円

 4年度

 4年度への改善方向性(2月時点)

維持
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事務事業評価表【 改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なも の） 費用内訳（ 主なも の）

事 業 費 ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対し て事業を 行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費 ( B)

総 事 業 費 ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 やり 方）

指標名 単位

意図（ こ の事業によっ て対象をどのよう な状態にし たいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（ 維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【      442】

地域体験活動事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育て・ 教育

02 子ども の教育の充実

平成14年度 ― 継続 単独

・ 市内小中学生

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 市内小中学校児童生徒数 人 8, 582 8, 654 8, 674 8, 688

対象指標２

地域資源を 活用し た体験活動を子ども たちに提供する 。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ 実施事業数 事業 3 2 1 3

活動指標２

体験活動を通し て子ども の可能性を引き 出すと と も に、 学力だけでは計るこ と のでき ない感性・ 意欲・ 忍耐力などの育
成を図る。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 事業参加者数 人 67 36 17 54

成果指標２

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

206 21 117 79

3, 075 2, 289 2, 281 1, 165

3, 281 2, 310 2, 398 1, 244

【 自然体験】 ツリ ーイ ング体験会の実施
【 生活体験】 はじ めてのお泊まり 会（ コ ロナ禍のため
休止）

ツリ ーイ ン グ体験会の実施　  79千円

 4年度

 4年度への改善方向性( 2月時点)

　 例年、 本事業は、 「 はじ めてのお泊まり 会」 、 「 ツリ ーイ ング」 の２ 事業を実施す
るも のであるが、 コ ロナ禍においては、 「 はじ めてのお泊まり 会」 の実施が困難であ
るこ と から 一時事業を休止し 、 定員を大きく 超えて応募のある「 ツリ ーイ ング」 の開
催回数を増回する見直し を行っ た。

見直し
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【日   時】 １０月９日（土）  

 

 

【会   場】 湯川公園（江別市野幌寿町１９） 

【対   象】 小学４年生～中学３年生 

【定   員】 各部 ６名 

【申込受付】 ９月８日（水）～２２日（水）  

         ※申込数が定員を超えた場合は抽選となります 

【参 加 費】 無料 

【お問合せ先】 

江別市教育委員会 生涯学習課 

〒067-0074 江別市高砂町２４－６ 

電話：011-381-1069 

第１部：10 時～11 時 30 分 

第２部：12 時 30 分～14 時 

第３部：14 時 30 分～16 時 
 

 

【ツリーイングとは？】 
専用のハーネス（安全ベルト）をつけて木に登り、自然との一体感を

味わう体験活動です。 

普段、登ることができない高い木の上で、開放感や達成感を感じて

みませんか？木の上から見る景色は最高です！ 

みんなで一緒に楽しい思い出を作りましょう！！ 

 

詳 し く は 裏 面

を 見 て ね ！  

道民カレッジ連携講座 
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事務事業評価表【 改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なも の） 費用内訳（ 主なも の）

事 業 費 ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対し て事業を 行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費 ( B)

総 事 業 費 ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 やり 方）

指標名 単位

意図（ こ の事業によっ て対象をどのよう な状態にし たいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（ 維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【      462】

子ども 会育成事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育て・ 教育

02 子ども の教育の充実

昭和36年度 ― 継続 単独 団体運営補助

江別市子ども 会育成連絡協議会（ 江別、 野幌、 大麻・ 文京台地区育成会）

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 補助金交付団体数 団体 1 1 1 1

対象指標２ 市内の各地区子ども 会育成会の数 団体 3 3 3 3

江別市子ども 会育成連絡協議会が取り 組む、 幅広い年齢層の子ども たちへの豊かな体験活動と 各地区育成会の行う 活動
に対し 、 「 江別市教育振興事業補助金交付規則」 に基づき 補助金を交付する。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ 補助金額 千円 737 540 737 737

活動指標２

江別市子ども 会育成連絡協議会及び各地区育成会において、 各種体験型事業が開催さ れ、 参加する児童・ 生徒数が増え
るこ と で、 会の活動の活発化と 子ども たちへの体験の機会が図ら れる。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 子ども 会活動への地域住民の参加延べ数 人 298 22 36 36

成果指標２ 子ども 会活動の取り 組み数 件 37 4 5 5

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

737 540 737 737

2, 690 1, 907 1, 901 1, 554

3, 427 2, 447 2, 638 2, 291

・ 小学生相撲大会、 青少年キャ ンプ村、 ド ッ ヂビー体験会、 小中
学生かるた大会の開催
・ こ いのぼり フ ェ スティ バル、 スノ ーフ ェ スティ バル等への協力
・ 各地区育成会と の連携、 協力
・ ジュニアリ ーダー養成の支援
・ 会議等の開催
・ 活動団体に対し 補助金を支出
※コ ロナ禍において事業の一部中止があっ た場合は、 代替事業を
行う 可能性あり 。

・ 子ども 会への補助金 737千円

 4年度

 4年度への改善方向性( 2月時点)

維持

11



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

＜これまでの様子＞

 

 

＜これまでの様子＞

 

北海道フライングディスク協会の講師陣 

＜これまでの様子＞

北海道フライングディスク協会の講師陣

＜これまでの様子＞ 

北海道フライングディスク協会の講師陣北海道フライングディスク協会の講師陣 

 
 

 

主 催

     

協 力

催  江別市子ども会育成連絡協議会

     江別市教育委員会

力  北海道フライングディスク協会

江別市子ども会育成連絡協議会

江別市教育委員会

北海道フライングディスク協会

江別市子ども会育成連絡協議会

江別市教育委員会 

北海道フライングディスク協会

江別市子ども会育成連絡協議会 

北海道フライングディスク協会 
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事務事業評価表【 改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なも の） 費用内訳（ 主なも の）

事 業 費 ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対し て事業を 行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費 ( B)

総 事 業 費 ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 やり 方）

指標名 単位

意図（ こ の事業によっ て対象をどのよう な状態にし たいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（ 維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【      464】

はたちのつどい開催事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育て・ 教育

02 子ども の教育の充実

昭和33年度 ― 継続 単独 行事イ ベン ト 補助

・ はたちのつどい実行委員会
・ 新成人

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 実行委員数 人 5 5 8 5

対象指標２ 20歳の年齢到達者数（ 令和3年度までは「 新成人数」 ） 人 1, 452 1, 447 1, 385 1, 348

・ その年度に20歳（ はたち） と なる青年の有志から 構成さ れる実行委員会が、 自ら 企画や準備を行い、 「 はたちのつど
い」 を開催する。
・ 「 江別市教育振興事業補助金交付規則」 に基づき 、 江別市はたちのつどい実行委員会に対し て、 アト ラ ク ショ ン出演
謝礼、 交歓会景品代など、 はたちのつどい開催に要する経費について補助金を交付する。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ 補助金額 千円 190 86 180 180

活動指標２

・ 20歳（ はたち） の年齢到達に伴い、 成年と し てのほぼすべての権利を行使できるよう になる人生の節目を祝福・ 激励
するこ と で、 参加し た20歳年齢到達者に対し て、 自ら が自立し た社会人にであるこ と への責任と 自覚を促し 、 より 良い
社会の創造への貢献の決意に加え、 市民と し ての連帯感を高める。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ はたちのつど い出席者数（ 令和3年度までは「 成人のつどい参加者数」 ） 人 861 0 2, 825 674

成果指標２ 出席率 % 59. 3 0 48. 7 50

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

513 426 914 662

2, 306 2, 289 2, 281 1, 942

2, 819 2, 715 3, 195 2, 604

・ 実行委員会の組織化及び開催等の運営
・ 案内状の発送
・ し おり の作成
・ はたちのつどいの開催及び運営

・ 実行委員会への補助　 　 　 　 　 180千円
・ 案内状の郵送料　 　 　 　 　 　 　 106千円
・ し おり の印刷費用　 　 　 　 　 　  36千円
・ はたちのつどい会場使用料等　 340千円 4年度

 4年度への改善方向性( 2月時点)

　 令和４ （ 2022） 年４ 月に民法を 一部改正する 法律が施行さ れ、 成年年齢が20歳から 18歳に引き 下
がる。
　 本事業は、 事業名を「 成人式開催事業」 から 「 はたちのつどい開催事業」 に変更し 、 また、 事業
の対象者については、 関係団体等の意見を基に、 新たな成年年齢（ 18歳） ではなく 、 従来どおり 20
歳を対象と し て事業を継続する こ と と し た。

見直し
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事務事業評価表【 改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なも の） 費用内訳（ 主なも の）

事 業 費 ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対し て事業を 行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費 ( B)

総 事 業 費 ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 やり 方）

指標名 単位

意図（ こ の事業によっ て対象をどのよう な状態にし たいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（ 維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【      465】

科学体験教室開催事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育て・ 教育

02 子ども の教育の充実

令和 4年度 ― 継続 単独

小学校３ 年生から 中学校３ 年生までの児童・ 生徒

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 市内の小学３ 年生から 中学３ 年生までの児童生徒数 人 0 0 0 6, 793

対象指標２

・ 小中学校への周知や市広報などを通し て参加者を募集する。
・ 科学講師を招き、 参加者に科学の不思議さ や楽し さ を伝えながら 、 考える力を養う き っ かけを提供できる体験教室を
開講する。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ 年間開催回数 回 0 0 0 3

活動指標２

・ 科学の不思議さ や楽し さ を体験する こ と で科学に興味・ 関心を 抱く よ う になる。
・ 子ども たちの知的好奇心が刺激さ れる こ と で、 疑問に思う こ と への探求心が育まれる。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 年間延べ参加者数 人 0 0 0 75

成果指標２

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

581 561 561 147

1, 537 763 760 1, 165

2, 118 1, 324 1, 321 1, 312

科学体験教室の開催 科学体験教室の開催　 147千円

 4年度

 4年度への改善方向性( 2月時点)

　 本事業は、 従来から 実施し ていた「 発明教室開催事業」 の後継事業である。
　 「 発明教室開催事業」 は、 青少年の科学技術離れが叫ばれるよう になっ たこ と から 、 科学技術に対し て興味関心
を促すこ と を目的に開始さ れた事業であるが、 近年は、 指導員の中に、 発明に係る有識者がいなかっ たため、 「 発
明」 ではなく 「 木工」 を主な活動と するク ラ ブと なっ ていた。
　 当初、 掲げていた事業開始の目的である「 青少年の科学技術離れ」 に対する事業と し て内容の見直し を図っ た。

見直し
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事務事業評価表【 改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なも の） 費用内訳（ 主なも の）

事 業 費 ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対し て事業を 行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費 ( B)

総 事 業 費 ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 やり 方）

指標名 単位

意図（ こ の事業によっ て対象をどのよう な状態にし たいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（ 維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【      466】

青少年のための市民会議補助金 生涯学習課　 青少年係

06 子育て・ 教育

02 子ども の教育の充実

昭和55年度 ― 継続 単独 団体運営補助

江別市青少年のための市民会議

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 補助交付団体数 団体 1 1 1 1

対象指標２

江別市青少年のための市民会議が取り 組む、 青少年の健全育成等の啓発活動や青少年の非行防止活動及び有害環境の点
検活動に対し 、 「 江別市教育振興事業補助金交付規則」 に基づき 、 活動費の一部を補助する。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ 補助金額 千円 120 120 120 120

活動指標２

江別市青少年のための市民会議が行う 活動が充実し 、 青少年を 取り 巻く 環境が向上し ていく 。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 主催事業協力者数 人 52 39 21 30

成果指標２ 健全育成標語応募件数 件 464 2, 414 1, 246 1, 375

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

120 120 120 120

2, 306 1, 907 1, 901 1, 942

2, 426 2, 027 2, 021 2, 062

・ 青少年健全育成啓発などの標語募集
・ 少年の主張石狩地区大会江別代表者の選考
・ 青少年善行賞、 善行賞特別賞の選定及び表彰
・ 街頭啓発活動の実施
・ 会議等の開催
※上記内容を団体が見直し 中。 令和4年度総会にて詳
細を決定。

市民会議への補助　 120千円

 4年度

 4年度への改善方向性( 2月時点)

維持
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応募期間 ７月１９日（月）～８月 3１日（火） 

標  
語  募  集  

!!  

※交通安全標語は選考対象外です。

「 あ り がと う こ えにだそ う よ そ のこ と ば こ こ ろ のなかは き こ えない」     
対雁小学校 １ 年 高橋 芽莉さ ん                         

「 助けよ う 気づいてあげよ う Ｓ ＯＳ 見て見ぬふり は も う し ない 」     
江別第一中学校 １ 年 鈴木 琉莉さ ん                       

「 伝えてみよ う 日頃の感謝 さ さ いな事でも 感じ る嬉し さ 」    
と わの森三愛高等学校 １ 年 田中 陽稀さ ん                    

令和２ 年度 最優秀賞  
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事務事業評価表【 改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なも の） 費用内訳（ 主なも の）

事 業 費 ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対し て事業を 行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費 ( B)

総 事 業 費 ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 やり 方）

指標名 単位

意図（ こ の事業によっ て対象をどのよう な状態にし たいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（ 維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【      467】

青少年キャ ンプ村事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育て・ 教育

02 子ども の教育の充実

昭和43年度 ― 継続 単独

市内の小学校４ 年生から 中学校３ 年生の児童生徒

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 市内の小学校４ 年生から 中学校３ 年生の児童生徒数 人 5, 869 0 5, 865 5, 811

対象指標２

自然体験事業と し て日常の生活から 離れ、 自然豊かな環境の中で青少年キャ ンプ村を 1泊2日の日程で開催する。 大学生
、 高校生で構成さ れるボラ ンティ アサーク ルの指導により キャ ンプを行う 。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ キャ ンプ村開催日数 日 5 0 5 5

活動指標２

野外生活の楽し さ を感じ ると と も に、 異年齢と の交流及び集団生活を通し て、 規律ある生活態度・ 生活技術を学び、 子
ども たちの協調性や社会性を高める。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 参加グループ数 グループ 72 0 39 39

成果指標２ 青少年キャ ンプ村参加人数 人 334 0 112 112

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

643 0 724 747

3, 459 2, 289 2, 281 1, 942

4, 102 2, 289 3, 005 2, 689

7月下旬または8月上旬に江別市森林キャ ンプ場におい
て、 高校生と 大学生から なるボラ ンティ アサーク ルの
指導の下でキャ ンプを行う 。

・ 生活指導員謝礼　 336千円
・ 生活指導員ほか食材　 70千円
・ 仮設ト イ レ 設置等の委託料　 331千円

 4年度

 4年度への改善方向性( 2月時点)

　 感染症の拡大を受け、 予算の費目上、 以下の点の見直し を 行っ た。
　 ・ 集合場所⇔会場までの送迎バスを 廃止、 現地集合・ 解散へ（ バス内の３ 密の回避）
　 ・ 会場（ 森林キャ ンプ場） 内を 一般キャ ンパー区域と 事業実施区域にゾーニン グ
　 ・ 会場のゾ ーニン グに伴う 参加者専用の仮設ト イ レ の設置
　 ・ その他、 開催方法や運営方法についても 感染症対策の徹底を 図る

見直し
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事務事業評価表【 改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　 略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（ 主なも の） 費用内訳（ 主なも の）

事 業 費 ( A) 千円

対象（ 誰、 何に対し て事業を 行う のか）

終了年度 補助金

正職員人件費 ( B)

総 事 業 費 ( A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（ 事務事業の内容、 やり 方）

指標名 単位

意図（ こ の事業によっ て対象をどのよう な状態にし たいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（ 維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 4年度 【     6974】

江別の魅力「 食」 と 「 自然」 を 満喫でき る 体験型学習事業 生涯学習課　 青少年係

06 子育て・ 教育

02 子ども の教育の充実

令和 4年度 ― 新規 単独

江別市に居住する 小学４ 年生から 中学３ 年生の児童・ 生徒

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

対象指標１ 小学４ 年生から 中学３ 年生ま での児童・ 生徒数 人 0 0 0 5, 811

対象指標２

地域の住民団体やボラ ンティ ア団体と 協働し て、 江別市の魅力である「 食」 や「 自然」 を通じ た体験型学習の機会を提
供する。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

活動指標１ 体験型学習プログラ ム数 人 0 0 0 2

活動指標２

豊かな自然環境の中での「 自然体験学習」 や「 地場産品を活用し た食育」 を通じ て、 江別市の持つ様々な魅力が子ども
たちに理解さ れる。

 3年度31年度実績  2年度実績  4年度予算

成果指標１ 申込人数 人 0 0 0 50

成果指標２ 参加者数 人 0 0 0 50

31年度実績  2年度実績  3年度予算  4年度予算

0 0 0 458

0 0 0 1, 942

0 0 0 2, 400

開催内容（ 予定）
・ レ ク リ エーショ ン （ 異年齢交流）
・ 自然体験学習
・ 昼食・ 夕食（ 調理時に食育）

・ レ ク リ エーショ ン（ 異年齢交流） 166千円
・ 自然体験学習　 　 　 　 　 　 　 　 　  67千円
・ 昼食・ 夕食（ 調理時に食育） 　 　  70千円
・ その他（ バス借上げ、 保険等）   155千円 4年度

 4年度への改善方向性( 2月時点)

　 令和３ 年４ 月、 庁内横断的に少子化対策の事業を考案するための組織「 少子化対策庁内連携会議」 が設置さ れ、 少子化
対策の観点で「 子育て・ 就労を充実さ せるこ と 」 （ 子育て・ 就労部会担当） と 「 住まいやあそび場などの魅力を創出する
こ と 」 （ 魅力創出部会担当） の２ 点にテーマを絞り 、 令和４ 年度の新規事業化に向けた検討を行っ た。
　 検討の結果、 少子化対策庁内連携会議（ 魅力創出部会） から、 都市と 農村の交流センタ ー「 えみく る」 を拠点と し た「
道産木材を活用し た魅力的な遊び場創設事業」 と 、 その魅力をさ らに高めるためのソ フト 事業と し て本事業が提言さ れ、
令和４ 年度の事業化に至った。

新規
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